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Ⅰ．　は　じ　め　に

　広島県の小児医療体制について，平成 25 年度に策
定した「第 6次広島県保健医療計画」（以下「現行計
画」という。）に基づき取り組んでいるところである
が，現行計画の取組期間が平成 29 年度に終期を迎え
る。
　また，来年度，平成 30 年度を始期とする「第 7次
広島県保健医療計画」（以下「次期計画」）の策定を
行う必要があることから，本ワーキンググループで
は，現行計画での取り組みについて振り返りを行い，
その結果および課題などの現状を共有し，次期計画
策定に向けて，引き続き検討することとした。

Ⅱ．　広島県の現状

　広島県の出生数は，近年 2万 4～5千人台であった
が，平成 26年は 23,775 人となり，はじめて，24,000
人を割り込んだ（図 1）。
　また，低出生体重児が出生数に占める割合は 9.7
で，約 10 人に 1人が，低出生体重児となっている一
方で，新生児死亡率は減少している状況があり，小
児の医療的ケアのニーズが増加しているのではない
かと言われている状況がある（図 2）。厚生労働省の
調査では，NICUなど退院児の約 6割以上が吸引や
経管栄養を必要としており，約 2割が人工呼吸器管

理を必要としているとの結果もある。
　県内には，10ヵ所の周産期母子医療センター（総
合 2ヵ所，地域 8ヵ所）があり，67 床の NICUが整
備されているが，NICUは利用率が 100％前後となっ
ているセンターが半数を占めている（図 3）。また，
周産期母子医療センターを退院した障害児を療育・
療養できるよう支援する施設として重症心身障害児
施設があるが，定員のほとんどが埋まっている状況
がある。
　平成 27 年死亡率をみると，乳児死亡率は 2.2，幼
児死亡率は 0.55，小児死亡率は 0.22 となっており，
計画策定時に目標としていた水準を達成しているも
のの，全国平均（乳児死亡率 1.9，幼児死亡率 0.51，
小児死亡率 0.22）の水準には及ばない状況もある。
　2次医療圏域を超えた小児患者の受療動向につい
ては，平成 25 年度の入院のレセプトデータを用いて

図 ₁　出生数と合計特殊出生率

図 ₂　新生児死亡率

図 ₃　周産期母子医療センター NICU設置数
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分析したところ，主に広島西・広島中央から広島圏
域への患者流出が多い状況であったが，概ね各圏域
においてカバーできている。
　県内の小児科医師数については，医師・歯科医
師・薬剤師調査（隔年調査）によると，主たる診療
科を小児科として標榜する医師は，平成 26 年は 368
人で，平成 24 年の 362 人，平成 22 年の 348 人と比
べ増加傾向にある。

Ⅲ．　現行計画の取組状況

　現行計画においては，「小児救急医療体制の整備」
として，初期小児救急医療体制の強化や二次救急医
療体制の充実と三次救急医療との連携強化に取り組
むこととし，新生児蘇生法の講習会の実施，PICUの

整備やドクターヘリの運航を開始した。
　「小児科医の確保と人材育成」としては，広島大学
ふるさと枠や岡山大学地域枠の設置や奨学金貸付に
よる人材育成・県内定着促進，広島大学病院の初期
臨床における小児・産婦人科重点研修コースの設置
および女性医師などの復職に取り組む医療機関への
支援を行った。
　このほか，適切な受療行動など，県民への普及啓
発を行うとともに，医師の負担軽減や，保護者の不
安軽減の役割を担う「小児救急医療電話相談事業」
の拡充に取り組むとともに，重症心身障害児施設の
増設などに取り組んできた。
　こうした取り組みにより「二次救急医療体制」は，
全 7圏域で整備されるなど，一定の成果はみられた
ものの，医療的ケア児への対応など，引き続き取り
組んでいく課題もあることが認識された。

Ⅳ．　次期計画の策定に向けて

　平成 30 年度を始期とする次期計画について，国が
策定する指針に基づき，県内の小児医療提供体制に
ついて，現状および課題を踏まえながら，小児救急
医療体制に加え，小児在宅医療や，災害時の小児医
療体制の整備についてもて検討することが見込まれ
ることから，次期計画の策定について，引き続き検
討することとした。

図 ₄　小児科医師数
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